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Ａ校の実践と変容-1 

（4） 実践事例 

   授業の質的改善の取組を継続していく過程で、少しずつ授業中の児童の様子が変わっていきまし

た。ここでは、授業の質的改善に取り組む前と授業の質的改善を継続する途中とで、どのように変容

していったかを紹介します。 

  ア Ａ校の実践と変容 

   Ａ校では、研究委員の授業の振り返りから、「つかむ段階」と「学び合う段階」に重点的に授業の

質的改善に取り組みました。授業の質的改善に取り組んだ段階の、授業の質的改善に取り組む前（５

月）の授業の様子と、質的改善に取り組んでいる途中（10月）の授業の様子を比べることで、変容を

紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

５月の授業の様子  Ｔ：教師、Ｃ：児童 

単元名 分数のかけ算 

10月の授業の様子        Ｔ：教師、Ｃ：児童 

   単元名 速さ 

Ｔ:(電子黒板で教科書の問題を掲示して) 

今からすることは「計算の仕方」です。

問題を書いて下さい。 

  
４

５
×

１

３
の計算の仕方を考えましょう。 

(言いながら、問題を書く。全員が書くのを

確認してから) 

Ｔ:はい、それでは今日のめあては… 

Ｃ:(数人の児童が)  

同じ。 

計算の仕方……。 

  同じ……。 

Ｔ:では同じスタートで… 

(めあてを途中まで板書する。) 

４

５
×

１

３
の計算の仕方を考え…？ 

Ｃ:(1人の児童が)説明しよう。 

Ｔ:説明しよう。 

(と言って、板書する。) 

 

 

 

Ｔ:はい、早速問題です！ 

（と言って、電子黒板の画面を見せる。） 

どの動物が一番速いでしょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:ダチョウ～！（多くの児童が一斉に答える。） 

Ｔ:絶対ダチョウって言い切れる？ 

Ｃ:え？ダチョウかな。 

Ｃ:キリン……？ 

Ｃ:カンガルーも速いよね？ 

 

 

 

 

 

 

 
Ｔ:何の情報が欲しい？ 

Ｃ:速さ！ 

Ｃ:時速。 

つかむ段階 

 

４

５
×

１

３
の計算の仕方を考え、説明しよ

う。 

５月の授業【分数のかけ算】 

分数のかけ算「 
４

５
×

１

３
の計算の仕方」

を考える授業です。前時に式を立てる

ことまで学習しています。 

10 月の授業【速さ】 

速さの１時間目の授業で、３頭の動物の速さ比べ

をする場面です。走った時間も道のりも違う動物の

速さを比べるには、どうしたらよいのかを考える授

業です。 

学習指導案はこちら！！ 

写真だけ提示 

取り入れた手立て 

 (ｳ)考えや予想がずれる場面を設定する。 

「絶対ダチョウって言い切れる？」と児童の発言 

に問い返すことで、考えがずれる場面をつくった。 

 

     … 取り入れた授業の質的改善の手立て・視点 

ゴシック … 質的改善を図った発問や手立て   

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/03_syou_sansuu/documents/sidouan_a.pdf
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Ｃ:時間。 

Ｔ:こんな情報があります。 

（と言いながら、電子黒板に○○秒を出す。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:ダチョウとキリンは一緒だ。 

Ｃ:カンガルーは 10秒だ。 

Ｃ:ダチョウとキリンが速いね。 

Ｔ:ダチョウとキリン？絶対？ 

Ｃ:うん、ダチョウとキリンが速い！ 

Ｔ:他に知りたい情報ないですか。 

Ｃ:何ｍ走ったかが知りたい。 

Ｔ:じゃん！（電子黒板で児童が知りたいと言った道の

りを提示した。） 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:ダチョウが 180ｍ、キリンが 125ｍだ。 

（道のりが違うことに、ざわめく児童たち。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:ダチョウが速いよ。 

Ｔ:なぜ？  

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:道のりが長いから。 

Ｃ:距離が長いから。 

Ｔ:距離が長かったら絶対速いの？ 

Ｃ:秒数が同じで、道のりが長い！ 

課題 

このめあては、児童が

「やってみたい」と思う

めあてになっていなかっ

たな。児童が計算の仕方

を説明する必然性をもっ

ていなかった。 

 

「授業振り返りチェックシート」で、この

段階のステップをチェックしました。 

 

 

 

 

今は･･･【ステップ１】 

 

段

階
授業づくりのステップ

つ

か

む

段

階

 【ステップ１】

 □授業の中で「めあて」を板書し、児童に示していますか？

 【ステップ２】

 □「めあて」は、１時間の授業で何ができるようになればよいのか、児童に理解さ

   せることができていますか？

 【ステップ３】

 □「めあて」は、本時の課題に取り組む必然性をもたせ、児童の発言を取り上げな

   がら児童と一緒につくっていますか？

✓

時間は同じで道

のりが違う二量

を提示 

時間だけを提示 

取り入れた手立て 

 (ｱ)資料の提示を工夫する。 

まず写真だけを提示し、児童に必要な情報を考え

させながら、少しずつ情報を提示した。そのこと

で、時間が同じなら道のりが長い方が速いことを

確認し、時間も道のりも違うときはどうしたら比

べられるだろうという問いをもたせるようにし

た。 

 

 

 

授業の質的改善の視点 

・児童の気付きや発言に問い返す。 

「なぜ？」と問い返すことで、根拠を明確にさ 

せるようにした。 
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Ｔ:秒数が同じで、道のりが長いと速い？ 

Ｃ:はい。 

  じゃあ、キリンはなくなっていいですか？ 

Ｃ:はい！ 

Ｔ:じゃあ、10秒のカンガルー、これも道のりが分かっ

たらいいですよね。 

Ｃ:うん！ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:お～！（ざわめく教室。） 

Ｔ:どっちが速い？ 

Ｃ:絶対ダチョウとは言い切れない。 

Ｔ:なぜ？ 

Ｃ:道のりが違うし……。 

Ｃ:秒数も違う。 

Ｔ:道のりも違うし、秒数も違う。 

  秒数って別の言い方がない？ 

Ｃ:時間。 

Ｔ:時間も違う。ということが、今日のめあてだね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道のりも時間も違うときの、速さの比べ方を考え

よう。 

道のりも時間も違う

二量を提示 

授業の質的改善の視点 

・児童から引き出したい言葉を意識する。 

 

 

５月と 10月の授業【つかむ段階】を振り返って･･･（研究委員の感想） 

 
５月の授業の振り返り(▲…課題) 

▲児童が解決したいという意欲を

もつ導入になっていなかった。 

10 月の授業の振り返り(○…成果) 

○児童から引き出したい言葉を明確にもっていた

ために、テンポ良く進めることができた。 

○児童の発言を基に電子黒板で情報を順に提示し

たことで、着目させる部分が明確になり、本時の

問いへとつなげることができた。 

○児童から引き出したい言葉を意識し、 

資料の提示の仕方を工夫することで、 

めあてだけでなく、解決の見通しに 

つなげられることを実感した。 
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課題（授業後の研究会で出た意見・感想） 

・そもそも、動物を使った導入は、速さの概念を形成させる上で適当であったか。 

 

検証授業(10月)を振り返って（授業後の研究会で出た意見・感想） 

成果（授業後の研究会で出た意見・感想） 

・資料をマスキングして提示したことで、児童の関心が上がった。 

・写真→時間→道のりと、情報が増える流れだったので分かりやすい導入だった。 

・資料の提示の工夫をして、「絶対ダチョウ（が速い）と言える？」と児童の発言に問い返すこ

とで、児童の予想や感覚のずれを生み出すことができた。 

・時間が同じだから速さも同じという予想から、道のりが違うことを提示したことで、予想との

ズレを感じさせることができた。 

・「ダチョウが速い」という児童に「なぜ？」と問い返し、「同じ時間で道のりが長いから」と

いう根拠を明確にすることができた。 

・時間（秒）だけを示して「時間が同じなら道のりが長い方が速い」ことを理解させた上で、時

間も道のりも違う動物を提示したことで、児童に問いが生まれ、めあてを児童の言葉でつくる

ことができた。 

・時間も道のりも違うのに、きちんと比べられるかな？という問いをもたせて、「比べ方を考え

よう」というめあてに向かう流れが良かった。 

・導入は短時間で分かりやすく、問題意識をもたせられており良かった。 
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５月の授業の様子  Ｔ：教師、Ｃ：児童 

単元名 分数のかけ算 

10月の授業の様子        Ｔ：教師、Ｃ：児童 

単元名 速さ 

自力解決をしていた児童たちが、 

「どういうこと？」 

「
１

１５
やろ？」 

「
４

１５
じゃない？」 

などと言い始めた。近くの友達と自然に

話し合ったり、席を離れて友達の所に行

って話したりする児童もいた。しかし、誰

とも話していない児童もいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ:できたところまででいいですので、隣の人と教え合

って下さい。まだできていない人は、相談し合って

下さい。考え方が同じ、違う、答えはどうかな、と

いうことを確かめましょう。 

その１結論、その２その理由を言い合って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学び合う段階（ペア・グループ） 

「授業振り返りチェックシート」で、この

段階のステップをチェックしました。 

 

 

 

 

今は･･･【ステップ１】 

段

階
授業づくりのステップ

学

び

合

う

段

階

 ペアやグループでの「学び合う」段階

 【ステップ１】

 □ペアへグループで、自分の考えを表現したり説明したりする活動を取り入れてい

　 ますか？

 【ステップ２】

 □話し合う目的を明確にして、表現したり説明したりする活動に取り組ませていま

 　すか？

 【ステップ３】

 □児童に必然性をもたせ、意欲的に表現したり説明したりする活動に取り組ませる

 　ことができていますか？

✓

隣の友達に自分の考えを伝え合った後、同じと

ころや違うところを見付けている児童 

こっちは、１ｍ何秒で、こっちは、

１秒に何ｍになっているよね。 

わる数とわられる数が逆

になっているね。 

取り入れた手立て 

(ｲ)相手意識をもった説明の仕方を示す。 

 

 

 

取り入れた手立て 

(ｳ)相手の説明に質問をしたり、意見を言ったり

する場を設定する。 

 

 

 

課題 

自然と話し合う流れにな

ったけど、答えの確認だけ

になっていた。何も話して

いない児童もいた。何のた

めに話し合うのか、伝えて

なかったな。 

 

 

     … 取り入れた授業の質的改善の手立て・視点 

ゴシック … 質的改善を図った発問や手立て   

席を離れて友達の所に行って話している児童

と、まだ一人で自力解決をしている児童 

説明の仕方を示す様子 
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成果（授業後の研究会で出た意見・感想） 

・ペアでの学び合いで、たくさんの声が聞こえていた。活発な言語活動になっていた。 

・学び合う段階に入る前の指示（分からない人は２人で考える、結論を伝え合うなど）が明確だっ

た。 

・自分の考えをきちんともった上で、話合いができていた。 

 

 

 

 

課題（授業後の研究会で出た意見・感想） 

・ノートに自分の考え（説明）をよく書けていたが、記述した内容を読み上げるだけの児童がい

た。ノートを指しながら話すなど、相手意識をもった説明の仕方の工夫が必要。 

・友達に伝えよう、友達の考えを聞こうという意識が高まるような手立てが必要。 

・相手の考えへの質問や意見は、思考のズレが生じたときは自ずと出る。本時はほとんど同じ考え

だったので、出にくかった。相手の考えに質問や意見を言えるようにするための手立てが必要。 

検証授業(10月)を振り返って（授業後の研究会で出た意見・感想） 

５月と 10月の授業【学び合う段階（ペア・グループ】を振り返って･･･（研究委員の感想） 

 
５月の授業(▲…課題) 

▲児童が見通しを十分にもっていな

いまま自力解決に入ったことで、

図のかき方が分からず、自分の考

えをもてない児童が多くいた。そ

のため、自力解決の段階で自然と

相談し合う児童もいて、自力解決

と学び合う段階が曖昧になってし

まった。 

10 月の授業(○…成果、▲…課題) 

○全員が自分の考えを書いていたので、相手に説

明することができた。ノートを見せながら説明

したりノートをのぞき込んで聞いたりする児童

もいた。 

▲自力解決の時間を多く取り過ぎたこともあり、

複数の考えをもっている同士の話合いになった

ペアが多く、考えが広がる機会にはならなかっ

た。 

▲モデルとなる学び合いをしているペアを紹介す

るなどして、相手意識をもった説明の仕方を継

続して指導していく必要がある。 
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５月の授業の様子   Ｔ：教師、Ｃ：児童 

  単元名 分数のかけ算 

10月の授業の様子        Ｔ：教師、Ｃ：児童 

                  単元名 速さ 

（自力解決段階で教師が板書した面積図を示す） 

Ｔ:この図の続きを書きに来て下さい。 

Ｃ:はい！ 

Ｔ:じゃあ、○○さん。好きなところまで

どうぞ。 

 

 

 

 

 

Ｔ:じゃあ、次。(次に書く児童を指名する) 

 

 

 

 

 

 

Ｔ:他に何かありませんか？ 

Ｃ:う～ん。 

Ｔ:じゃあ、先生が聞きます。もともと 

の
４

５
ってどこですか？ 

（分かる児童が少なかったので、各自ノートに

書いている面積図で考えさせた。） 

Ｔ:じゃあ、○○さん。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:これでいいですか。 

Ｃ:いいでーす。 

Ｔ:何か付け足しはありますか？ 

  ○○さんが塗ったところだけでいい

ですか？ 

Ｃ:いいえ。 

Ｔ:結論が一緒だった人？ 

 （多くが挙手） 

  違った人？ 

 （誰もいない） 

  ○○さんが、こんな式をつくってくれました。 

 （自力解決で児童が書いた式を提示） 

  ○○さんは、この後、悩んでいました。 

  結局、どっちが速い？結論からいきましょうか。 

  どっちでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:ダチョウ！！（多くの児童が一斉に言った。） 

Ｔ:ダチョウ？（と言い、ダチョウの方に紙を貼る。） 

じゃあ、なぜか？を確認しましょうか。 

○○さんが悩んだのはなぜでしょう。 

Ｃ:多い方が速いのか、少ない方が速いのかで悩んだん

だと思う。 

Ｔ:あ～。多い方が速いのか、少ない方が速いのか。 

  では、この数字に着目しましょうか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

《この後、児童とのやり取りの中でこの数値が何を表

すのかを話し合った。（中略）》 

学び合う段階（全体） 

面積図を縦に３つに分ける児童 

3 つに分けた面積図の１つを 1/15 と書

き、その４つ分に色を付ける児童 

もともとの４/５に色を付ける児童 

児童が書いた式だけ

を提示し、紙を動か

しながらどちらが速

いかを聞く。 

 

取り入れた手立て 

(ｱ)発表された図や式のみを提示して解釈した

り、関連付けたりする場を設定する。 

 

授業の質的改善の視点 

・一部の児童の発表で問題解決してしまわない 

よう意識する。 

 

     … 取り入れた授業の質的改善の手立て・視点 

ゴシック … 質的改善を図った発問や手立て   

児童が書いた式を動かす様子 
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Ｃ:あの黄色の所も……。 

（２人目の児童が塗ったところを示す。） 

Ｔ:ここに付け足しをします。 

（と言いながら、付け足しを書き込む。） 

Ｔ:ここの部分が何分の何ですか？ 

Ｃ: 
４

５
！ 

Ｔ:はい（と言って黒板に書く）。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ:そして、黄色の部分が何かというの

が、よく分からないんですが……？ 

Ｔ: 
１

３
？ 

Ｃ: 
４

５
 の 

１

３
！ 

Ｔ:（色を）塗る前に誰かが何かをしまし

たよね？ 

Ｃ:○○さんが３つに縦線をひきました。 

Ｔ:○○さんがひいた縦線のこともう少

し詳しく言ってもらえないかな。 

Ｃ: 
１

３
 にした。 

Ｃ:３つに分けた。 

（何人かが口々につぶやく。） 

Ｃ:１ｍ２を３つに分ける線です。 

Ｔ:みなさんどうですか？ 

Ｃ:いいです。 

Ｔ:黒板に分かるように書き込みに来て

くれませんか？○○さん。どうぞ。 

 

 

 

 

 

Ｃ:みなさんどうですか？ 

Ｃ:いいです。 

Ｔ:いいですか？ 

Ｃ:はい。 

Ｔ:今ので分かったっていう人？ 

（半分ほどの児童が挙手） 

Ｔ:○○さん（悩んでいた児童）、納得できましたか？ 

Ｃ:はい。 

Ｔ:他の人はどうですか？ 

Ｃ:いいです。 

Ｔ:この式で結局、何を求めたんですか？ 

Ｃ:１秒当たり。 

Ｃ:１秒当たりに走る長さ。 

Ｃ:道のり。 

（児童の発言に合わせて板書していく。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ:みなさんの説明に、「まず１秒当たりの道のりを比

べます」って、ノートに書いていた人がいたよね？ 

書いていた人？ 

（数人が挙手する） 

素晴らしいなあと思いました。 

じゃあ、○○さん（別の児童が書いた紙を提示）が

言いたいことは何だろう？ 

 

 

 

 

 

 

この式は、何を求めているんだろう？ 

 

 

 

 

この式を書いた人？ 

（数人が挙手） 

書いていない人も考えてみて下さい。 

面積図の目盛りに 1/3 ,2/3,1と書く児童 

２人目の考えを、 

「カンガルーが速い」

と「ダチョウが速い」

の真ん中に提示 

取り入れた手立て 

(ｳ)問題解決の過程が分かるように、本時で働か

せたい数学的な見方・考え方を明確にした板

書計画を立てる。 

 

取り入れた手立て 

(ｱ)発表された図や式のみを提示して解釈した

り、関連付けたりする場を設定する。 

 

 

もともとの４/５が図のどこに 

なるのかを確認する様子 

児童が書いた式が何を表すのかを板書で示す 

児童が書いた式をカンガルーとダチョウ

の真ん中に提示 
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Ｔ:まだちょっと分からない人？ 

（数人が挙手） 

Ｔ:はい、じゃあ、もう少し分かりやすく

説明してもらわなければなりません。

前に来て指しながら話してください。

では、○○さん。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:１ｍ２を３つに分けた１つ分がここで

す。みなさんどうですか？ 

Ｃ:いいです。 

Ｔ:この目盛りは何を表しているのか

な？ 

Ｃ:３等分に分けた。 

Ｔ:３等分に分けました。 

Ｃ:それの一つです。 

Ｔ:それの一つ分ですよ。 

  何を三等分に分けた？ 

Ｃ: 
４

５
 ！ 

Ｃ:１ｍ２！ 

Ｔ:１ｍ２を……。（板書していく） 

Ｃ:３つに分けた１つ分の……。 

Ｔ:つまり 
４

５
 は……横に五等分しました

よね。それを……？ 

Ｃ:もう一回、縦に三等分。 

Ｔ:縦に三等分したのがこの線でいいで

すか？ 

Ｃ:はい。 

Ｔ:じゃあ、その後です。実際に求めるの

は、ここ（黄色い部分を指して）なん

ですが、これを何と表したらいいのか

な？ 

 

 

 

 

この式で、カンガルーが速いと書いている人もいま

した。 

 

 

 

 

 

これでいいですか？ 

Ｃ:いいえ。（数人が発言） 

Ｔ:いいえ？でも、○○さん。さきほどの、この説明（１

人目の考え）の時に、書いてくれていたことがあり

ますよね。読んでもらっていいですか？ 

Ｃ:カンガルーは 22.5ｍ、ダチョウは 20ｍ、比べると

数が大きい方が速いから、ダチョウの方が速いで

す。 

Ｔ:数が大きい方が速いなら、これは、数が大きい方は

カンガルーじゃないんですか？ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:違います。（数人が発言） 

Ｔ:違いますか？ 

  また、（数に）注目しなければいけませんね。 

Ｃ:１ｍ当たりの……。（数人が発言） 

Ｃ:１ｍ当たり。 

Ｔ:じゃあ、説明してもらおう。0.05って何ですか？ 

Ｃ:１ｍ当たりに……。 

（多くの児童がつぶやいている。） 

Ｔ:ストップ！今、気付いたことを、隣の友だちと確認

し合ってください。 

 

 

 

 

 

《相談タイムを取った。児童は隣の友だちと 0.05が何 

を表すのかを伝え合っていた。》 

 

カンガルー 

10÷200＝0.05 

ダチョウ 

8÷180＝0.044･･･ 

「数が大きい方が速いな

ら、カンガルーが速い？」 

と思考を揺さぶる。 

「カンガルーが速い」

の下に２人目の考えを

動かす。 

 

授業の質的改善の視点 

・適宜、少人数での相談の場を設定し、出され

た考えを全ての児童が検討したり、発展的・

統合的に考えたりするように意識する。 

 

図を指し示しながら説明する児童 

児童が書いた式を「カンガルーが速

い」の方に動かす 

答えの数値の意味を問う様子 
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Ｃ: 
４

１５
 で表せる。 

Ｔ: 
４

１５
 ？ 

それがなぜかを考えます。自分で図を

書いて考えてみて下さい。今から４分

取ります。分かっている人は、誰でも

分かるように説明して下さい。 

 

《１人学びの時間を取る。》 

 

Ｔ:みんなが分かるように説明して下さ

い。（挙手した児童を当てる。） 

Ｃ:説明します。まず、１ｍ２を書き、そ

れを 
４

５
 にします。その 

１

３
 なので、３

つに分けます。３×５で□が 15 個に

なります。この□は 
１

１５
 なので、これ

が４つあるので、
４

１５
 です。いいです

か。 

 

 

 

 

 

 

（児童の発表を板書していく。） 

Ｃ:いいです。 

Ｔ:図を示しながら、分かりやすいように

言ってくれました。 

まず、５×３が出てきました。どこか

指さして。 

（５×３はどこかを一緒に確認する。） 

何が 15個あるかというと？ 

Ｃ: 
１

１５
 。 

Ｔ:はい、この□が 15 個ある。いいです

か？ 

Ｔ:はい、0.05って何ですか？ 

Ｃ:カンガルーが１ｍで走れる量 

Ｃ:走れる数？ 

Ｃ:走るタイム。 

Ｔ：（児童の発言に合わせて板書していく） 

１ｍを走るタイム？走るタイムが……0.05？ 

Ｃ:秒！ 

Ｔ:では、ダチョウは？ 

Ｃ:ダチョウが１ｍで走るタイムが 0.04 秒です。みな

さんどうですか？ 

Ｃ:いいです。 

Ｔ:もうちょっと分かりやすい表現ありませんか？ 

１ｍで走るタイムを、別の言い方で・・・。 

ちょっと（隣の人と）相談してみて。 

 

《１ｍ当たりの量を求める計算であることは児童から

引き出したい言葉であったので、再度、相談タイムを

取った。》 

 

Ｃ:１ｍ当たりの時間です。 

Ｃ:１ｍ当たりに、カンガルーは 0.05 秒。ダチョウは 

0.04秒。 

Ｃ:だから、ダチョウが速い！ 

Ｃ:１ｍ当たりで考えてみると、カンガルーは１ｍで

0.05 秒、ダチョウは１ｍで約 0.04 秒。１ｍにかか

る時間が短いので、ダチョウが速い。 

Ｔ:と言うことは、時間と道のり、これ（２人目の考え）

は、どっちをそろえていますか？ 

Ｃ:ｍ！ 

Ｃ:道のり。 

Ｔ:道のりをそろえた。（板書する。） 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

取り入れた手立て 

(ｳ)問題解決の過程が分かるように、本時で働か

せたい数学的な見方・考え方を明確にした板

書計画を立てる。 

 

図が表す数値が何になるかを問う様子 

図を指し示しながら説明する児童 



 平成 30年度 佐賀県教育センター 小学校算数科教育 

Ａ校の実践と変容-11 

Ｃ:はい。 

Ｔ:数えてみよう。 

（児童と一緒に数える。） 

 この計算で出したのと、同じになりま 

した。分数で表すと？ 

Ｃ: 
１

１５
 。 

Ｔ: 
１

１５
 。これが？ 

Ｃ:４つあるから、
４

１５
 。 

Ｔ:答えは
４

１５
 になる。納得できますか？ 

Ｃ:はい。 

Ｔ:先生も○○さんのおかげで、すっきり

しました。今のを、式で表すと……。 

（式を板書していく。） 

Ｔ: 
４

５
 × 

１

３
 は・・・まず、１５とは、ど

んな計算をしたのかな？ 

Ｃ：分母の計算。 

Ｔ：分母の計算ね。分母が・・・？ 

Ｃ：５×３。 

Ｃ：
１

５×３
 。 

Ｔ：分母の計算をまずしました。 

  
１

５×３
 ＝ 

１

１５
 がいくつ？ 

Ｃ：４つ！ 

Ｔ：４つ分だから……
４

１５
 。 

  これを式に表すと……。 

  
４

５
 × 

１

３
 ＝ ？ 

Ｃ： 
４×１

５×３
 。 

（児童の発言に合わせて板書をしてい

く。） 

Ｔ：答えは？……
４

１５
 。 

Ｃ：あ、そういうこと！式と同じだ。 

Ｃ：じゃあ、わり算もわる？ 

Ｔ：わり算はどうなるかな。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ:みなさんの経験の中で、道のりをそろえて時間が短

い方が速いってことはないですか？ 

Ｃ:あ！50ｍ走！！ 

Ｔ:50ｍ走！50ｍ走がそうですね。 

Ｔ:実はあと一つ（考えが）あって……。 

 （３つ目の考えを提示） 

  ○○さんが、こんな考えを書いてくれました。これ、

理解できますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:10×４＝40  200×４＝800 

Ｃ:なんで 10×４？ 

Ｃ:なんで４をかけるの？ 

Ｃ:ダチョウは５をかけているよ？ 

（これまでの考え方と違うことに戸惑う声が聞こえる。） 

Ｔ:じゃあ、○○さん（書いた児童）に、お願いしよう

かな。 

Ｃ:説明します。この走った時間を合わせるために、（カ

ンガルーが走った時間の）10 秒を４倍して 40 秒に

して、（ダチョウが走った時間の）８秒を５倍して 40

秒にしました。 

長さも、同じように（カンガルーは）４倍して 800、

（ダチョウは）５倍して 900 になりました。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ:あ～！！（納得する声が聞こえた。） 

 

《この後、この式で求めた数値の単位を確認し、ダチョ

ウが速いことを確認した。》 

 

３つ目の考えを提

示。走った時間を

そろえる考え方。 

 

取り入れた手立て 

(ｱ) 発表された図や式のみを提示して解釈した

り、関連付けたりする場を設定する。 

  

式の意味を発表する児童 
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課題 

数名の児童の考えをつなげていっ

たけど、前に出ない児童が発言する

機会がなかったな・・・。 

「授業振り返りチェックシート」で、こ

の段階のステップをチェックしました。 

 

 

 

 

今は･･･【ステップ１】 

段

階
授業づくりのステップ

学

び

合

う

段

階

 全体での「学び合う」段階

 【ステップ１】

 □児童の考えを学級全体で共有する活動になっていますか？

 【ステップ２】

 □一部の児童の発表で進むのではなく、児童同士の考えをつなぎ、児童同士の交流

 　を通して、考えの根拠を明らかにする活動になっていますか？

 【ステップ３】

 □児童同士の考えを比較・検討することで、よりよい問題解決の方法を見いだした

 　り、既習と関連付けて統合的に考えたりする活動になっていますか？

✓

５月と 10月の授業【学び合う段階（全体】を振り返って･･･（研究委員の感想） 

 
５月の授業(▲…課題) 

▲図にかき込む順序や，着目させたい部分を教

師自身が明確に整理できていなかったため

に、学び合いの進め方がスムーズでなく、児

童にとって分かりにくいものになってしまっ

ていた。 

▲理解が十分でない児童も多く、一問一答形式

で確認していく場面が多くなってしまった。

そのため、児童の思考をつなげることができ

ていなかった。 

▲「分かりやすく説明してください」という言

葉掛けで児童が発言しづらくなったようだ。

「途中までもいいから発表してみよう」、「友

達が分かるように説明しよう」という意欲が

もてるような言葉掛けが必要だった。 

10月の授業（○…成果、▲…課題） 

○児童から引き出したい言葉を明確に

し、考えを整理した板書ができた。 

○全体の学び合いの目的を教師自身が明

確にもっていたため、児童に考えさせ

たいポイントで「なぜ」と問い、しっ

かり考えさせることができた。 

▲児童の発言をつなげながら進めること

ができたが、一問一答のやりとりも多

かった。一部の児童の発言で授業を進

めないように、適宜、少人数での話合

いを取り入れたり、友だちの発表を再

現させたりするなど、全員が学び合い

に参加できるような手立てを今後も取

り入れていきたい。 

答えの数値の単位を示した板書 
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 アドバイザー、佐賀大学大学院学校教育学研究科 米田准教授から以下のようなご指導を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「思考力、判断力、表現力等」 

   一つの量だけでは比較することができない事象に着目し、どのようにすると比べることができるか

どうかを考えました。そして、単位時間あたりに移動する長さとして捉えたり、一定の長さを移動す

るのにかかる時間として捉えたりするなど、既習事項と関連付けながら、式や求めた数値の意味を解

釈して考えることで、速さを比べる方法を筋道を立てて考察する力を育成することができました。 

課題（授業後の研究会で出た意見・感想） 

・三つの考えを出した時に、共通する考えに目を向ける場があれば更に深まったと思う。 

・質問や意見を出す場が欲しかった。 

・よい授業だった。児童が（自力解決の時に）文章で書いていたので、式・表・グラフで表す、これを

見たら分かるということを大事にする。それを見て、これは何の式？というふうにすることが大事。 

・未知の問題に出会う時に、まずは「自分なりに考える」こと、それが正しいかどうか分からないの

で、「人と相談する」こと、そうしていくと、元々自分が考えていたことと変わっていく。「主体的・

対話的で深い学び」とは、そこから来ている。今日の１時間の授業で見ると、まず自分で考える、そ

して練り合いをして、まとめの時に「ああ、そんないい考えがあるんだ」と自分の考えが深まってい

く姿を、今からの授業では大切にしていかないといけないのではないか。 

・評価にもつながっていくが、授業で大事にしなければいけないのは、もとの自分の考えと練り上が

った後の自分の考えがどう変わっていったか、そして自分の考えを振り返る、そういう授業を目指

さなくてはいけない。 

・単元づくりについて。どのような力を身に付けさせたいのか、それに対して児童がどこまで身に付

けているのかが大事。目の前の児童の発達の段階に合わせて、（他社の教科書なども）比較しながら

教材を選ぶのが現実的。 

・本研究について。何かテーマをもって、「こうなるように授業をしていきましょう」というのではな

く、１人の先生の授業の質的改善を続けていこうという取組は、これから、とても大事になってい

く。少人数学級の指導も効果はあるが、力がある教員が教える方が効果が高いというデータがある。 

教員の資質・能力を伸ばしていく、このような研究が広がっていけばいいと思う。 

検証授業を振り返って（授業後の研究会で出た意見・感想） 

検証授業(10月)を振り返って（一単位時間で見られた成果） 

成果（授業後の研究会で出た意見・感想） 

・式のみを提示して、その式や数値の意味を考えさせたり説明させたりしていた。根拠を明確に

して、筋道を立てて考えさせることにつながった。 

・友だちの考えを説明させる場や相談タイムがあったので、代表の児童だけでなく、全員が発言

する機会があって良かった。 

・発表の時に、根拠を追求していたのがよかった。「なぜ？」を問うことは大切。 

・児童の発言に対し、思考を揺さぶる発問があったので良かった。 

・児童の考えを分かりやすく板書してあったのが良かった。 

 

 


